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一般社団法人黒部川扇状地研究所紀要執筆・投稿要領

１ 目的
　	 この要領は、「一般社団法人黒部川扇状地研究所紀要投稿規程」(以下「規程」という)第７条の規定に基づ 
     き、一般社団法人黒部川扇状地研究所（黒部川扇状地研究所紀要　以下「紀要」という)の執筆及び投稿に
     関する細目について、必要な事項を定める。

２ 投稿意向の表明
　 紀要への投稿にあたっては、規程第３条の紀要編集委員会(以下「紀要委員会」という)が定める期日まで
     に、「紀要投稿意向調査記入票」に必要事項を記入し、紀要委員会に提出するものとする。

３ 規範の遵守
　 紀要の執筆は、執筆者の倫理及び良心に基づいて行われ、不正行為にあたる行為は為されないものとする。

４ 執筆及び投稿における注意事項
(1)図、表、写真又は挿絵の挿入方法と記述内容の責任について
　① 表にあってはその上に、図、写真及び挿絵にあってはその下に、表題をつけることを原則とする。
　② 図、表、写真又は挿絵を他の著作物から引用・転載する場合は、出所を明記し、執筆者の責任において

所有者に対して使用の許諾を得ること。この点に関して問題が生じた場合、一切の責任は原則として執
筆者にあるものとする。また、記述内容をめぐる問題が生じた場合も、同様である。

(2)原稿提出
　① 原稿の提出は、「完成原稿」を、委員会が定める期日までに提出することによって行う。
　② 原稿の提出は、Wordや Excel形式等ファイル及びPDFファイル又はこれらに準じた様式を用い紀要委員

会に提出することによって完了する。
　③ 紀要委員会は、提出原稿の受領確認後、執筆者に受領メール等で連絡する。なお、規程・要領との適・

不適に関する内容の確認は、後日、紀要委員会が行う。軽微な形式上の不備が見つかった場合は、紀要
委員会から執筆者に対し、訂正の依頼を行うことがある。

５ 発行スケジュール
(1)意向調査：１０月末日
(2)原稿提出締め切り：１月末日(期日厳守)完成原稿を提出。
(3)委員会による原稿の試読と調整
(4)発行３月末日

<注意>
※ 発行作業時間の関係から、原稿提出締め切りに遅れた場合は、掲載しないこともある。
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一般社団法人黒部川扇状地研究所紀要投稿規程

(趣旨)
第１条 

この規定は、一般社団法人黒部川扇状地研究所（黒部川扇状地研究所紀要　以下「紀要」という）への投稿お
よび紀要の刊行について、必要な事項を定める。

(刊行の目的）
第２条 

紀要は、一般社団法人黒部川扇状地研究所(以下「本研究所」という)における研究の推進に寄与するため、研
究成果の積極的な公表を行うことを目的として刊行される。

(投稿・刊行等)
第３条

 紀要の企画、原稿募集、編集及び刊行は、本研究所　定款３６条　に基づき専門委員会として設置される紀
要編集委員会(以下「紀要委員会」という)が行う。

(投稿資格)
第４条

 紀要の投稿資格者は、次の各号に掲げる者とする。
(1)本研究所会員
(2)本研究所会員及び会員との共著者として投稿を希望する者
(3)その他委員会が認めた者
２ 前項第2号から第3号までに定める本研究所以外の投稿者は、所属を明確にしなければならない。

(原稿の種類・掲載順)
第５条 

投稿原稿は、公刊されていないもの又は現に他の刊行物への投稿がなされていないものを第一とするが、本研
究所が地域の研究水準や研究環境の向上を目的の一つとするため既存の刊行物の存在を明記し、紀要委員会が
認めた時には掲載する場合がある。なお、その内容は次の各号の種別のいずれかに該当するものでなければな
らない。
(1)論文
(2)講演（講演要旨・内容）
(3)課題研究
(4)活動報告
(5)その他資料
２ 原稿の掲載は、前項の種別ごとに行う。種別ごとの原稿掲載順は、紀要委員会で決定する。

(発行)
第６条 

原則として、紀要の発行は年１回とし、発行時期は３月末日とする。
２ 紀要の発行は冊子体とし、電子化形態については今後の検討事項とする。
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(執筆・投稿要領)
第７条 

紀要の執筆・投稿の細目については、別に定める「一般社団法人黒部川扇状地研究所執筆・投稿要領」
(以下「執筆・投稿要領」という)によるものとする。

(原稿の審査、採用)
第８条 

紀要に投稿された原稿が、第５条の定めに該当しない場合、又は執筆・投稿要領若しくはレイアウト基準
に合致しないと認められる場合には、紀要委員会は、執筆者と協議して、改善を求め、又は不採用とする
ことができる。
２ 紀要委員会は、必要と認める場合には、執筆者との調整を経て、論文として投稿された原稿を課題研究
としての掲載を行うことができる。

(著作権、責任)
第９条 

紀要に掲載されたものの著作権は、一般社団法人黒部川扇状地研究所が保有する。ただし、執筆者が当該
著作物の出版、複製、公衆送信、上映及び頒布を行うことを妨げない。執筆者が複数ある場合であってそ
の全員の総意があるときも、同様とする。これらの場合には、一般社団法人黒部川扇状地研究所の許諾も
不要とする。
２ 原稿の内容についての責任は、執筆者が有する。

(第三者への利用許諾)
第１０条 

第三者から紀要に掲載されたものの著作権の利用許諾要請があった場合、本研究所運営委員会において審
議し、適当と認めたものについて要請に応じることができる。
２ 前項の措置によって第三者から本研究所に対価の支払いがあった場合には、本研究所会計に繰り入れ、
本研究所の研究活動に有効に活用するものとする。

(雑則)
第１１条 

この規程に定めるもののほか、紀要の投稿及び編集に関し必要な事項は、紀要委員会が別に定める。

付 則
１ この規程は、令和４年３月３１日から施行する。
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１　原則
　 紀要原稿の執筆は、定められた様式に従って行わなければならない。

２   論文表記方法等
(1)論文構成

　和文論文には原稿の１ページ目から、①日本語表題、②著者名、③本文、④注・引用文献の順に記載する。
(2)図表

　図表は執筆者が紙や電子媒体等で作製したものをそのまま使用し、原則として加筆・修正等を行わない。図
　表のタイトルは、図の場合は図の下に、表の場合は表の上につける。

(3)文献の表記方法
　学問分野ごとにその分野の学会誌等に準拠した記載とする。

　一般社団法人黒部川扇状地研究所紀要レイアウト基準


